
 

 

 

 

MRI 検査の安全を支える強い味方

「Nextant」― 部門を超えて導入を実現            

公立大学法人福島県立医科大学附属病院 放射線部 

 MRI検査は、非侵襲的に生体内の情報を可視化できる非常に有効な

検査手段です。しかしその一方で、体内金属やインプラント、医療機

器のMR適合性を事前に正しく判断しなければ、患者さんに重大な危

険を及ぼす可能性があります。 

 私は長年MRI室で勤務し、多くの患者さんに対応してきましたが、

検査前の「安全性確認作業」の煩雑さと情報不足による不安感は常に

課題と感じていました。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 情報が点在し確認にかかる時間と労力が膨大だった従来の業務 

 日々の業務では、「このステントはMRI対応か？」「この人工関節

は磁場強度に制限があるか？」といった確認が頻繁に発生します。 

 しかし従来は、 

• デバイスの名称を調べる 

• Web上で添付文書を探す 

• MRI関連の記述を確認する 

• 情報が見つからない場合はメーカーへ問い合わせる 

といった手順を踏む必要があり、1件の確認に10〜15分、時にはそれ

以上かかることもありました。 

それでもなお「本当に大丈夫なのか」という不安が残り、検査を延期

せざるを得ない場面も少なくありませんでした。 

 患者さんをお待たせしたくない。しかし、安全を犠牲にすることは

絶対にできない――。 

この葛藤を繰り返す中で、現場の業務負担と心理的な重圧は次第に大

きくなっていきました。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ Nextant導入までの経緯 

 当院では以前より「医療機器のMR適合性検索システム（無償

版）」を使用していましたが、2023年3月末で利用が終了し業務負担

が再び増加しました。 
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さらに2024年6月には3T装置が導入され、1.5Tと3Tが混在する検査

環境となったことで、より一層の安全対策が求められる状況となりま

した。そこで、有償版のMR適合性検索支援システム「Nextant」 

導入の必要性を感じ、病院への導入提案を検討しました。 

 しかし、放射線科単独要望での予算化・導入は容易ではありません

でした。そこで、他部門からの意見を聴取し、連名で要望書を提出す

ることとしました。まず医療安全部に協力を打診したところ、過去の

ヒヤリ・ハット事例や属人化の課題を共有でき、「これは病院全体的

なリスクマネジメント強化につながる」との賛同を得ることができま

した。さらに脳神経外科と整形外科にも協力を依頼しました。これら

の科ではクリップや人工関節、脊椎固定具など、MR適合性の判断が

難しいデバイスを日常的に扱っており、「他科からの問い合わせに即

答できない」「検査が遅れる」といった課題を抱えていました。結果

として、導入の必要性を共に認識することができました。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 医事課への説明と評価されたポイント 

 医事課への要望書では、以下の点を重点的に記載しました。 

• 患者安全の向上：MRI検査における事故・ヒヤリ・ハットの防止 

• 業務効率化：1件あたりの確認時間の大幅短縮 

• 検査の安定運用：延期・中止件数の減少、患者満足度の向上 

• 他部門との情報共有基盤の確立：チーム医療としての活用 

 結果として、「現場発の提案を複数部門が支援している」という点

が高く評価され、導入が正式に決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

■ Nextant導入後の変化：時間、安心感、教育のすべてが改善 

 Nextant導入後、私たちの業務は劇的に変化しました。 

• 検索時間が従来の1/3以下に短縮 

• 「根拠に基づく判断」が即時に可能となり、不安感が大幅に軽減 

• 医師への確認や説明がスムーズに 

• 救急対応などMRIに不慣れな技師でも一定レベルの判断が可能に 

 特に導入後に感じていることは、検索の精度が無償版に比べて向上

していることです。名称のみではなく、商品コード、診療行為から検

索できることに加えて、日々変化する安全性更新情報も入手可能で

す。Nextantは「条件付きMRI対応情報」を端的に提示した上で、添

付文書やメーカー資料もリンクされており閲覧することができます。



 

 

また、従来は確認が難しかったマイナーな製品情報もデータベース化

されており、判断に迷う場面でも安心して検査を進めることができる

ようになりました。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 今後への期待と要望：電子カルテとの連携、個別データの蓄積 

 Nextantは非常に優れたシステムですが、今後さらに発展してほし

い機能もあります。特に次の2点を期待しています。 

1. 電子カルテシステムとの連携 

 患者情報やインプラント履歴は電子カルテ上にあるため、Nextant

と連携しワンクリックで適合性検索が可能になると、さらに業務効率

が向上します。現在はカルテを参照しながら手入力していますが、将

来的には情報の自動連携が望まれます。 

2. 患者ごとの適合性データベース構築 

 一度調べたデバイス情報や確認結果を患者IDと紐づけて蓄積でき

れば、再検査時の確認作業が大幅に省力化されます。特に慢性疾患や

再来の多い患者さんで有効だと考えます。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ まとめ：Nextantは「現場の声」を形にしたシステム 

 Nextantは、放射線技師が長年抱えてきた課題を解決してくれる、

実用的かつ信頼性の高いツールです。同時に、医療安全部や各診療科

との連携を深め、「チーム医療で安全性を高める」という意識を全体

で共有するきっかけにもなりました。 

 今後は、電子カルテ連携や個別データベース化などの発展により、

さらに利便性と安全性が高まることを期待しています。Nextantが医

療現場に欠かせない存在として、より多くの施設で活用されることを

願っています。 

 

 

 

 

  

 


